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Goal: 暗黒物質の風を検出 

低圧力 ( CF4 0.05 気圧)・大質量 （1m3 × N） 

 

現状:  

CF4 0.2 気圧・30cm角 

１. NEWAGE 実験概要 
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FPGA飛跡
処理回路 
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ガス検出器の特徴 

原子核の飛跡検出（3次元） 

ガンマ線バックグラウンド排除 



GEM(×10) 

TPC 

2．研究費 

共同研究予算：22万円配分 

      (旅費10万+消耗品12万) 

 これまでに19万円使用 

有意義に使わせて頂いております。 

．2011年研究報告：高感度化 

低BG化  

DM run ：2011年8月～10月（身内） 

低閾値化 

0.1気圧地下試験：2011年11月～ （中村） 
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BG STUDYと対策 

ラドン 

ガンマ線 

内部α線 

ガス循環システム 

低BG化 

ゲインマップの更新 

チェンバーを開けて対策開始 

神岡
RUN11 

 

神岡 RUN-11（sub-run間はガスの交換） 

run11-1 2011/8/1～2011/9/8  

run11-2 2011/9/8～2011/10/31 

        total 約0.8kg・days 



ガラス繊維強化 

フッ素樹脂基板 

ラドン検出器でmaterial screening 

テフロン板+銅線
TPCケージ 

2010年10月～設置、調整  

ラドン： 

検出限界以下 

RUN11改良点 



RUN quality check 

ガスゲイン安定性：10%/2カ月以下（補正可能） 

原子核反跳の検出効率 

ゲインマップ作成 

解析パラメータなど調整中 

RUN11暫定結果 



京都での基礎実験 

角度分解能、検出効率 

冷却関係は継続study中 

0.1気圧実験（中村） 

角度分解能 

青：0.1atm 

赤：0.2atm 

検出効率 

神岡で試験開始 

BGのstudyなどから 



まとめ 

0.2気圧run：解析中 

 

0.1気圧run：地下で試験開始 

BGを1/10にして 

0.1m3 year 

当面の目標 

BGを1/100にして 

1m3 year 


